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る査読を経て，編集委員会において採用の可否を決定します。査読に当たっては，予断を排し客観性
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目次の一覧も付記して下さい。タイトルには英訳を付して下さい。原稿には投稿者の所属，肩書き，
および連絡先（住所，電話・FAX番号，メールアドレス）を付記し，氏名にはフリガナとローマ字表
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とします（したがって，他所で当該論文などを転載，翻訳などする場合は，アジア経済研究所の許諾
が必要となります）。『アジア経済』に掲載された論文等を，アジア経済研究所が全文データベース化
し，電子媒体で公開することもありますのでご了承下さい。

・原稿は採用の可否にかかわらず返却しません。
・原稿の送り先，連絡先──〒 261-8545　千葉県千葉市美浜区若葉 3 － 2 － 2 
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＜論文・研究ノート＞

遠藤正敬：満洲国における朝鮮人の就籍問題

――治外法権撤廃と無籍朝鮮人対

策――	 10	 36

郭　永興：中国委託加工貿易の制度変革（1979

～2008）	 8	 30

郭　志華：1920年代後半東三省における「奉天

票問題」と奉天軍閥の通貨政策の転

換――為替市場の構造と「大連商人」

の取引実態を中心に――	 8	 2

兼橋正人・安冨　歩：1940年国勢調査にみる

「満洲国」の実相	 2	 2

川中　豪：新興民主主義の不安定――勝利連合

の変更と制度からの逸脱――	 1	 2

菅野博貢：中国・長春の1997年から2007年に至

る不良住宅地区の変化を中心とする

都市居住環境の分析	 7	 23

木曽順子：インド労働市場の変容と労働者のモ

ビリティ――アフマダーバードの事

例を中心に――	 2	 23

小嶋華津子：中国都市部居住区のガバナンスを

めぐる政治力学	 5	 32

下條尚志：ベトナム・サイゴン政権の中部高原

統治――先住山地民の土地所有権に

対する政策を中心に――	 5	 2

白石麻保・矢野　剛：中国企業金融における企

業間信用の利用実態――蘇南企業調

査を中心に――	 10	 2

髙岡　豊・浜中新吾：パレスチナ人の越境移動

に関する経験と意識――移動先の選

択と動機のメカニズム――	 1	 24

中村正志：言論統制は政権維持にいかに寄与す

るか――マレーシアにおける競争的

権威主義の持続と不安定化のメカニ

ズム――	 9	 2

那須田晃子：土地貸借は資産矛盾効果を緩和さ

せるか？――カンボジア農村の時間

配分データを用いた実証分析――	 7	 2

間　　寧：覇権維持か越権是正か――トルコに

おける違憲立法審査――	 3	 28

浜中新吾：ハイブリッド型権威主義体制の与党

支持構造――エジプト・シリアの比

較分析――	 12	 2

樋本淳也：インドネシアの不法占拠農園におけ

る土地紛争の歴史的考察――中ジャ

ワ州パギララン農園の事例より――	 11	 27

松村史穂：1960年代半ばの中国における食糧買

い付け政策と農工関係	 11	 2

湊　一樹：インド州議会選挙における「反現職

要因」としての経済変動	 6	 2

森　悠子：留保議席制度と投票行動――インド

における実証分析――	 9	 33

柳　学洙：1940-1950年代における朝鮮民主主

義人民共和国の企業経営システム

――支配人唯一管理制の成立とその

問題点――	 3	 2

＜特集　トルコの「公共」再考＞

木村周平：防災の公共性はいかに維持されるか
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